






















































































































































































































































































































































































































































































































































































宝永 8 年（1758） 3 月17日
小橋町鍛冶頭　市右衛門
同　　　　　　久右衛門
　松
（町奉行）
浦　覚之丞　様
付紙
右の通り，輪番制で刑具の御用を申し付けることにする。　
松浦覚之丞
註
1 ）ケガレの研究史については，大本敬久『触穢の成立』創風社
出版，2013年，第 1 章に詳しい。
2 ）小谷汪之「穢れと賤民差別との関係についての原理的考察」『部
落解放なら』11，奈良県部落解放研究所，1999年。
3 ）メアリー・ダグラス著，塚本利明訳『汚穢と禁忌』思潮社，
1972年。
4 ）関根康正氏は社会人類学の立場からメアリー・ダグラスのケ
ガレ論を再検討している（関根康正『ケガレの人類学』東京大学
出版会，1995年）。
5 ）前掲小谷論文。
6 ）黒田俊雄「中世の身分制と卑賤観念」『部落問題研究』33，部
落問題研究所，1973年。のちに『黒田俊雄著作集』 6 ，法藏館，
1995年所収。さらに，『部落』665（部落問題研究所，2000年）では，
現代的な人権課題としての同和問題の視点から，ケガレ論を再考
する必要性を論じているものもあり注目される。
7 ）時間（時期）の比較に関しては，吉川幸男，山口社会科実践
研究会『「差異の思考」で変わる社会科の授業』明治図書，2002年，
102～105頁の指摘が参考になる。
